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ぞう組の虫探しブーム、まだまだ続いています♪ 

この日も園庭で虫探しや虫のお世話に励んでいた子どもたち。すると、パンジーが咲いている花壇に

いた、「ツマグロヒョウモン」という蝶の幼虫に出会いました。 

黒い体に、オレンジの模様や柔らかい突起が生えている、ちょっぴり奇抜な見た目。 

子どもたちは、いったいどんな反応を見せてくれたのでしょうか・・・ 

 せんせい・・・ 

ようちゅういた・・・！ 

保育者が発した「ようちゅう」と 
いう言葉をさっそく使いなが
ら、手に持ち、見せに来てくれ
ました。 
なんとも言えない表情です(笑) 

 

こっちにもいた！ 

こちらでは、スコップの上に
のせて観察していましたよ。 
手で直接触れることは、 
ちょっとドキドキしたのかな？ 
 

 

子どもたちにとって、新しい出会いは感性を

揺さぶり、その気持ちを他者に伝えようとした

り、触れたり関わったりしようとする意欲にも

繋がっていきます。 

これからも子どもたちと様々なもの・こととの

出会いを大切にしていきたいです♪ 

くねくねしてる 

幼虫の動きにも注目し、 
「くねくね」「うにょうにょ」などの
言葉で表現したり、自分の体を
動かしながら虫の動きを真似た
りする姿もありました。 

 ようちゅうさんの 

おうち！ 

ダンゴムシやテントウ
ムシに触れた時の経験
から、恒例のおうちづ
くりを始める子どもた
ちもいました。 

保育者とのやりとりの
中で、「この虫は葉っぱ
を食べる」ことを知っ
たようです。 
さっそくそばにあったク
ローバーを取り、顔の
近くへ置いてあげてい
ました。 

 

ちっちゃい！ 

幼虫が前進する動き
に合わせて、前へ前へ
とごはんも追加で置い
てあげていました。 
子どもたちの発想って
ほんと面白いです☆ 
 
 

こちらでは、「大きい」
「小さい」という体の大
きさの違いに気付く姿
もありましたよ。 

あっという間に 

クローバーだらけに！笑 


